
　とよおか農業委員会だより　2017. 12. 10　②

農業委員会活動の紹介　その１

豊
岡
市
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

10
月
31
日
、
森
井
会
長
を
は
じ
め
代
表
委
員
5
名
で
市
長
室
を
訪
れ
、

平
成
30
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
て
、
豊
岡
市
長
に
意
見
書
を
提
出
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
掲
載
し
ま
す

⑴　

農
地
利
用
最
適
化
に
関
す
る
連

携
支
援
に
つ
い
て

　

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
及
び
解
消

の
た
め
の
農
地
の
利
用
調
整
に
つ
い

て
は
、
地
元
の
農
会
・
区
・
営
農
組

織
及
び
担
い
手
等
の
協
力
を
得
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
市
に
お
い
て

も
、
必
要
に
応
じ
、
国
、
県
、
市
及

び
農
地
中
間
管
理
機
構
の
補
助
制
度

活
用
等
連
携
支
援
を
図
ら
れ
た
い
。

⑵　

解
消
に
向
け
て
の
具
体
的
な
支

援
に
つ
い
て

①
農
道
の
拡
幅
、
水
路
等
の
基
盤
整

備
を
行
え
ば
耕
作
が
継
続
で
き
る

場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
整
備
に

つ
い
て
、
国
、
県
の
補
助
制
度
を

活
用
す
る
と
と
も
に
、
市
制
度
の

拡
充
を
図
ら
れ
た
い
。

②
鳥
獣
害
に
強
い
農
作
物
の
導
入
及

び
伝
統
的
農
作
物
の
特
産
化
に
よ

る
農
地
の
有
効
利
用
を
促
進
さ
れ

た
い
。

③
農
地
の
持
つ
空
気
清
浄
機
能
、
景

観
等
の
公
益
性
を
生
か
し
都
市
と

の
交
流
に
よ
る
優
良
農
地
の
保
全

に
努
め
ら
れ
た
い
。

④
耕
畜
連
携
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の

解
消
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
に

努
力
さ
れ
た
い
。

⑴　

新
規
就
農
者
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て

　

新
規
就
農
者
に
対
し
、
国
、
県
及

び
市
の
支
援
制
度
の
積
極
的
活
用
と

継
続
を
図
る
と
と
も
に
、
農
業
ス

ク
ー
ル
卒
業
生
に
対
し
、
豊
岡
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
J
A
た
じ
ま
、

受
け
入
れ
農
業
者
等
と
連
携
し
、
自

立
に
向
け
た
支
援
を
強
化
さ
れ
た
い
。

⑵　

集
落
営
農
の
育
成
と
支
援
に
つ

い
て

　

地
域
の
農
業
の
担
い
手
と
し
て
、

集
落
営
農
組
織
は
有
効
で
あ
る
。
組

織
化
で
き
て
い
な
い
集
落
に
対
す
る

設
立
や
組
織
運
営
の
指
導
及
び
資
金

等
の
支
援
を
強
化
さ
れ
た
い
。

⑴　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
取
組
み
に

つ
い
て

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
、
市
内
全
域

で
推
進
さ
れ
一
定
の
進
捗
が
見
ら
れ

る
が
、
伸
び
悩
み
の
傾
向
も
う
か
が

え
る
。
今
後
は
一
律
の
指
導
で
は
な

く
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
き
め
細

か
い
指
導
を
推
進
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
積
極

的
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の

農
地
利
用
調
整
に
役
立
つ
と
考
え
ら

れ
る
た
め
、推
進
に
あ
た
っ
て
は
、情

報
提
供
を
行
い
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
と
の
連
携
を
図
ら
れ
た
い
。

⑵　

土
地
改
良
区
へ
の
支
援
に
つ
い

て
　

構
成
員
の
高
齢
化
、
不
在
地
主
の

増
加
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
費
用

負
担
の
増
加
等
多
く
の
問
題
を
抱
え

て
い
る
。
土
地
改
良
区
単
位
等
の
広

域
的
な「
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
」

の
組
織
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

そ
の
事
務
に
対
す
る
支
援
を
強
化
さ

れ
た
い
。

⑶　

米
政
策
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
か
ら
国
の
米
に
対
す

る
支
援
が
大
き
く
減
少
す
る
と
聞
い

て
い
る
。
し
か
し
、
米
は
豊
岡
市
に

お
け
る
基
幹
作
物
で
あ
る
。
米
支
援

に
対
す
る
激
減
緩
和
措
置
を
国
、
県

等
に
要
望
す
る
と
と
も
に
、
市
と
し

て
も
独
自
の
支
援
措
置
を
検
討
さ
れ

た
い
。

⑴　

被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

①
被
害
は
今
な
お
増
加
傾
向
に
あ
る
。

捕
獲
体
制
の
さ
ら
な
る
強
化
と
継

続
を
図
ら
れ
た
い
。

②
狩
猟
者
の
増
加
施
策
の
検
討
、
狩

猟
免
許
取
得
や
免
許
更
新
の
支
援

の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

③
侵
入
防
止
柵
、
捕
獲
檻
等
の
設
置

及
び
管
理
に
対
す
る
支
援
の
充
実

を
図
ら
れ
た
い
。

⑵　

中
型
獣
対
策
に
つ
い
て

　

狩
猟
者
の
意
欲
高
揚
の
た
め
、
ア

ナ
グ
マ
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
、
ア
ラ
イ
グ

マ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
等
、
中
型
獣
の
捕

獲
報
償
金
を
増
額
さ
れ
た
い
。

⑴　

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
推
進

に
つ
い
て

①
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
舞
」
な
ど
環
境

に
優
し
い
農
業
も
年
々
拡
大
し
て

い
る
が
、
水
稲
の
収
量
を
み
る
と

慣
行
栽
培
よ
り
少
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
栽
培
方
法
を
見
直
す
と

と
も
に
、
販
売
単
価
の
向
上
に
向

け
J
A
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化

さ
れ
た
い
。
豊
岡
市
に
お
け
る
米

の
無
農
薬
栽
培
面
積
は
日
本
一
と

言
っ
て
も
よ
い
。
日
本
一
無
農
薬

栽
培
米
面
積
の
多
い
町
を
標
榜
し
、

米
政
策
の
柱
と
し
て
推
進
さ
れ
た

い
。

②
コ
ウ
ノ
ト
リ
米
の
無
農
薬
栽
培
で

ポ
ッ
ト
苗
の
普
及
を
さ
れ
て
い
る

が
、
農
家
が
箱
苗
栽
培
の
機
械
類

を
切
り
替
え
る
に
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
。
ス
ム
ー
ズ
に
切
り
替
え
ら

れ
る
体
制
を
検
討
さ
れ
た
い
。

⑵　

食
農
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

①
各
地
域
、
地
区
内
に
お
い
て
、
旬

の
食
べ
物
に
触
れ
る
機
会
を
提
供

し
、
そ
の
地
域
、
場
所
に
し
か
な

い
伝
統
食
を
学
ぶ
機
会
を
さ
ら
に

広
げ
ら
れ
た
い
。

②
現
在
、
小
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い

る
「
環
境
体
験
事
業
」
に
つ
い
て
、

幼
児
教
育
・
保
育
現
場
に
も
拡
充

さ
れ
た
い
。

⑶　

地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い
て

①
安
心
、
安
全
な
地
場
農
産
物
を
こ

ど
も
園
等
の
給
食
、
間
食
に
も
供

給
で
き
る
体
制
を
確
立
さ
れ
た
い
。

②
平
成
28
年
度
に
豊
岡
市
農
業
委
員

会
で
は
豊
岡
市
の
伝
統
・
特
産
農

産
物
マ
ッ
プ
を
作
製
し
た
。
今
後

は
さ
ら
な
る
発
掘
、
育
成
、
ブ
ラ

ン
ド
化
を
図
る
と
と
も
に
、
消
費

拡
大
の
た
め
、
道
の
駅
等
販
売
施

設
の
新
設
を
早
急
に
進
め
ら
れ
た

い
。

1
　
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
及

び
解
消

2
　
担
い
手
農
家
や
集
落
営
農

の
育
成
と
支
援

4
　
有
害
鳥
獣
の
被
害
防
止
対

策
の
強
化

5
　
地
産
地
消
と
食
農
教
育
・
環

境
に
や
さ
し
い
農
業
の
推
進

3
　
地
域
を
支
え
る
農
政



③　とよおか農業委員会だより　2017. 12. 10

農業委員会活動の紹介　その２

農地パトロールを実施しました
　７月19日～８月３日にかけて豊岡市内全域を10ブロッ
ク（豊岡北、豊岡南Ａ、豊岡南Ｂ、城崎・港、竹野、日高東、
日高西、出石北、出石南、但東）に分けた班で今年も農
地パトロールを行いました。
　パトロールには農業委員19名と農地利用最適化推進委
員25名が参加し、昨年調査した遊休農地等の追跡調査や
新たに発生した遊休農地の確認などを行いました。

・現に耕作の目的に供されておらず、かつ、引き
続き耕作の目的に供されないと見込まれる農地。

・その農業上の利用の程度がその周辺の地域にお
ける農地の利用の程度に比し著しく劣っている
と認められる農地

　農業委員会は、毎年１回以上、市内にある農地の利用の状況についての調査を行うことが義務付けられ
ています。
　調査により、耕作されずに遊休農地となっていることが確認された場合は、今後の対応・意向を聞き取り、
解消に向けた指導を行うことになっています。（利用意向調査）

出石北地区でパトロール中

但東地区でパトロール中

遊休農地とは？（農地法第32条）

遊休農地解消に向けた流れ
遊　休　農　地　の　利　用　状　況　調　査

農地に再生可能

利用意向調査文書の送付

①　自ら耕作する　　　　　　　　　
②　農地中間管理機構を利用するなど

の意向をお尋ねします。　　

意向に沿った利用調整に向けて一緒に
考えます　　　　　　　　　　　　　

農地に再生困難

農業委員会総会にて非農地と判断

所有者に非農地通知　　　　　　
　　農業委員会では非農地として扱い

ます　　　　　　　　　　　

←農業委員による現地調査

←「守るべき農地」ではな
いか、所有者、地元の意
向確認


